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性の比較」においては、金融庁の指定格付機関である、格付投資情報センター (R&I)、日本格付研究所 (JCR) 、









報伝達機能 2J においては、 7 章の情報伝達機能の比較を 4格付機関が共通に格付を行っている企業の格付を用い
て比較する。終章においては、本論文の検討結果を総括するとともに、今後の課題について言及している。
論文審査の結果の要旨
本論文はわが国の金融システムにおいて、これから枢要な機能を持っと考えられる社債市場を対象にした先駆的な
研究である。社債市場は企業金融にとって中心的な調達市場であると同時に、家計をはじめとする貯蓄主体にとって
もその重要性を増すことは容易に推察される。この市場における最も特徴的かっ未解決の問題が格付け制度で、あり、
近年広範な関心を集めている。本研究はこの問題に対して包括的かっ先進的なアブロローチをとり、いくつかの重要な
知見を得ている。おそらく後に続く研究において参照されることが少なくないであろう。とりわけいくつかのテーマ
について計量的な分析を施したことは特筆に値する。それらを含めて、わが国で初めて明らかにされた内容は注目し
てよい。以上の理由から本論文は博士(経済学)に値するものと判断する。
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